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反原発うたいたい 

今
年
も
年
明
け
早
々
、「
２
０
２
０

年
富
山
県
職
労
本
部
団
結
旗
開
き
」

（
７
日
）
、
「
自
治
労
富
山
県
本
部
新

春
旗
開
き
」（
８
日
）
、「
富
山
県
・
富

山
地
区
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
２
０
２

０
年
旗
開
き
」
（
１４
日
）
、
「
新
春
の

つ
ど
い
」（
１８
日
）
が
あ
り
ま
し
た
。

ど
の
会
場
も
最
後
は
参
加
者
が
輪
に

な
っ
て
「
が
ん
ば
ろ
う
」
を
歌
い
決

意
を
固
め
ま
し
た
。

な
お
、
当
面
の
予
定
と
し
て
２
月

演奏する富山県支部のメンバー 

６
日
に
「
富
山
県
支
部
第
４６
回
総

会
」
の
開
催
と
１１
日
の
「
９
条
を
守

る
会
総
会
・
記
念
講
演
」
で
の
演
奏

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
富
山
・
磯
野
友
一
） 自治労富山県本部新春旗開き（1/8） 

富山県・富山地区平和運動センター2020 年旗開き（1/14） 

※６面も参照願います。 

参加申し込みの締め切りを延長します 
日音協セミナー、若い会員の交流会は、参加申込第１次締切

を１月 23 日としていましたが、参加者予定枠にまだ余裕があ

ることから、２月 10 日（月）まで受付を延長します。 

２面の案内も参照願います。多くの申し込み待っております。 

http://nichionkyou.org/
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2020.1.16 18:00～19:45 

秋田市ふれあい交流センターAU 研修室５ 

出席者 加盟団体：教組・東北機械・自治労・全農 

林・林野労組 

活動家：村岡・佐藤・大嶋・熊谷・藤原・ 

木下・沓沢・後藤 

総会は、「音楽祭での『なまはげ』の評判がよか 

ったおかげで、『なまはげ』のドキュメンタリー

映画の撮影がはじまりました。撮影の打ち合わせ

やわたしの家も撮影場所になったりで、忙しくし

ています。」と総会議長に就任した大嶋さんのあ

いさつからはじまった。 

 冒頭村岡支部会長から音楽祭の取り組みと１年

間の活動を支えていただいたことへの感謝などの

あいさつがあり、続いて松本会長からのメッセージ

が披露された。 

活動経過では、第 52 回はたらくものの音楽祭に

取り組み、中央実行委員会、秋田県実行委員会に結

集していただいた連合秋田をはじめ県支部加盟労組

と友誼団体の皆様から、影に日向にたくさんのご協

力を頂き、音楽祭の準備や記念ＣＤの制作など県支

部として貴重な年を過ごしたことの報告があった。 

 また、年間の活動は東北北合宿や連合秋田中央地

協主催の平和の夕べ、秋田立憲ネットの集会などで

の演奏活動。例年取り組んでいる食とみどり・水を

守るフェステバルでの演奏は音楽祭に集中するこ

とで参加を取りやめたことが報告された。 

 討論では、「職場や労組で旗開きや集会などで歌

を歌う機会があったら、日音協で歌いにいくからそ

ういう機会はないか」という問いかけに、東北機械

労組の出席者から、「年配者が定年でたくさん退職

して、若い人がおおく採用されているがやめていく

人も多く組合員の数も減っているので、そういう機

会をつくることも大事だとは思う。」と発言があっ

た。 

 その他に、自治労からは「集会や学習会など若い

人が集まらない。若い人が集まるところから活動家

を見つけ育ててきたがそうした機会がなくなって

きた。」「コピーバンドなど労組の活動の外側で活動

してる人たちとの関わりも探ってみてもいいので

はないか」。教組からは、「労組内に音楽をやってる

組合員はいるが音楽運動のリーダーはいない。労働

運動に結びついた形ではうまくいかない。」 

活動家からは、「養老施設での演奏活動が年 20

回を越えた。歌謡曲をメインに反戦平和、反原発を

少しいれる。この人たちはみんなで歌うことをして

きた世代だが、今の若い人たちは個人的に聞いた

り、数人でカラオケで歌うだけなのでみんなで歌え

る歌があるのか。」「非正規の人が大勢いる世の中に

日音協とはたらく者との関わりでつながるところ

があるだろうか。」などの発言があった。 

 県支部がどんな音楽現場を創り出していくのか

は大事な運動課題。まずは県支部に所属する労組、

友誼団体と会員、その回りにいるみなさんが音楽で

もって集える場所を作り続けていくその先に答え

があると信じてこの道を歩き続けることを確認し

て総会をおわりました。 

 なお、役員の交代については当面検討を続けるこ

とで了承されました。       （後藤雅裕） 

日音協セミナー、若い会員の交流会は、参加申込第１次

締切を１月 23 日としていましたが、参加者予定枠にまだ

余裕があることから、２月 10 日（月）まで受付を延長し

ます。 

日音協セミナーは、港大尋さんにご指導をいただきます。

港大尋さんは第 50 回はたらくものの音楽祭で中央実行委

員会ゲストとして演奏していただきました。Wikipedia で

は、港大尋さんは日本の作曲家・プロデューサー・ピアニ

スト・シンガーソングライター、と紹介されていますが、

ギタリストでもあり詩人でもあります。『音楽運動』１月１

日号２面所載の谷森駿ペンネームによる寄稿も参照してく

ださい。この際、音楽の専門家にあなたの演奏、創作、ア

レンジにアドバイスをいただいてみませんか。 

若い会員の交流会参加者も、港大尋さんの講演と、夜の

ミニコンサートでの港さんの演奏も聴くことができます。 

日音協セミナーにも若い会員の交流会にも、まだ会員に

なっていない若い方が参加されます。ぜひ、あなたも、ま

わりの会員、仲間に声かけてご参加ください。 

■日音協セミナー＆若い会員の交流会 共通■

2020 年２月 21 日（金）21 時 30 分から 23 日（日）

15 時まで 

東京都小平市／学園坂スタジオ（西武鉄道多摩湖線一橋学

園駅３分） 

参加費：18,500 円（21 日交流会欠席は-1,500 円、１泊

のみ-6,000 円） 

■日音協セミナー■

各支部１人につき往復交通費のうち13,000円を超える分

を日音協が負担 

■若い会員の交流会■

40 歳以下の日音協会員の往復交通費は日音協が全額負担 

いずれも、参加申込第２次締切 ２月 10 日（月）ただし

定員に達したときは期日前に締め切ります。 
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青
森
県
支
部
は
１
月
１８
日
、
青

森
市
・
青
森
駅
前
の
カ
フ
ェ
「
か

く
れ
ん
ぼ
」
で
２
年
ぶ
り
の
総
会

を
開
催
し
、
８
人
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

何
年
か
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ

た
人
も
い
て
、
近
況
や
今
後
の
活

動
等
、
い
ろ
ん
な
話
に
な
り
ま
し

た
が
、
と
に
か
く
、
こ
れ
か
ら
集

ま
る
機
会
を
増
や
し
、
話
を
し
た

り
、
歌
っ
て
い
こ
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

乾
杯
の
後
、
歌
集
「
う
た
の
ひ

ろ
ば
」
を
見
な
が
ら
（
老
眼
？
目

を
細
め
て
）
、
久
し
ぶ
り
に
組
合

歌
や
な
つ
か
し
い
曲
を
た
っ
ぷ

り
歌
い
ま
し
た
。 

今年もマジメに議論しました 

は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
出
版
を
考
え
て
い
る
。 

さ
て
酒
も
飲
ま
ず
に
総
会
を
終
え

た
あ
と
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

鑑
賞
を
し
な
が
ら
宴
会
と
な
り
夜
は

更
け
て
い
っ
た
。 

 

翌
朝
は
、
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
た
創

作
曲
（
全
９
曲
）
を
披
露
。
こ
の
中
か

ら
祭
典
で
の
発
表
曲
４
曲
（
Ｆ
Ｍ
カ
ン

パ
ニ
ー
と
ノ
ー
サ
イ
ド
）
を
選
考
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
入

選
曲
は
な
し
。
２
月
末
ま
で
に
改
め
て

手
直
し
し
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
60
歳
を
越
え

て
、
現
役
労
働
者
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
い
、
い
つ
ま
で
メ
ー
デ
ー
や
集
会
で

の
演
奏
に
お
呼
び
が
か
か
る
の
か
不

確
定
だ
が
、
政
治
や
世
の
中
の
問
題
に

目
を
背
け
ず
歌
い
続
け
る
一
年
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
は
、
全
国

の
皆
さ
ん
千
葉
で
会
い
ま
し
ょ
う
。
夜

の
交
流
会
に
今
年
は
「
ミ
ッ
キ
ー
」
に

逢
え
る
の
か
な
。
楽
し
み
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
磯
野
宏
之
） 

 
貴重な財産の数々 CD DVD 資料 ･･･ 

に
１
１
０
人
の
参
加
者
を
集
め
大
成

功
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に

別
荘
で
合
宿
を
す
る
な
ど
、
何
か
あ
れ

ば
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
大
い
に
飲
ん
だ
一
年
だ

っ
た
（
ま
あ
み
ん
な
元
気
だ
っ
た
こ
と

が
一
番
）。 

 

さ
て
、
今
年
の
活
動
方
針
は
６
月
の

千
葉
祭
典
に
向
け
て
取
り
組
み
新
し

い
歌
を
披
露
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
秋
に

は
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
ラ
イ
ブ
な

り
コ
ン
サ
ー
ト
を
目
指
す
こ
と
を
確

認
し
た
。
あ
わ
せ
て
笠
木
さ
ん
か
ら

は
、
昨
年
の
日
音
協
の
資
料
集
「
オ
ン

ザ
ロ
ー
ド
」
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
、
ブ

ー
ビ
ー
バ
ン
ド
の
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
集
を

監
修
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。
今

年
の
祭
典
ま
で
に
Ｃ
Ｄ
を
、
来
年
に 

Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ
ニ
ー
は
２
０
２
０
年

定
期
総
会
を
、
１
月
25
日
（
土
）
に

新
十
津
川
の
ロ
ッ
ジ
で
開
催
し
た
。
参

加
者
は
10
名
。
今
年
は
記
録
的
に
少

な
い
積
雪
で
道
路
に
も
雪
は
な
く
穏

や
か
な
総
会
と
な
っ
た
。
（
２
年
前
は

猛
吹
雪
で
雪
山
に
突
っ
込
ん
だ
か
ら
） 

 

総
会
議
案
書
は
カ
ラ
ー
写
真
を
織

り
込
み
少
し
手
を
か
け
て
み
た
。
そ
の

お
陰
か
色
々
と
議
論
が
出
た
。
昨
年
度

は
秋
田
で
の
音
楽
祭
に
Ｆ
Ｍ
カ
ン
パ

ニ
ー
か
ら
14
名
が
参
加
し
、
秋
田
の

大
島
邸
で
ご
馳
走
に
な
っ
た
り
、
本
物

の
な
ま
は
げ
に
逢
え
た
り
と
記
憶
に

残
る
祭
典
で
あ
っ
た
。 

11
月
に
は
２
年
ぶ
り
の
「
う
た
っ

て
い
い
ん
で
な
い
か
い
コ
ン
サ
ー
ト
」 

会
場
は
地
下
に
あ
り
、
音
出
し

Ｏ
Ｋ
と
の
こ
と
で
、
思
い
思
い
に

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
て
、
ギ
タ
ー

片
手
に
、
往
年
の
美
声
？
を
披
露

し
て
い
ま
し
た
。 

新
し
い
会
員
は
な
か
な
か
拡

大
で
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
今

い
る
会
員
と
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
、
音
楽
現
場
を
増
や
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
な
ん
だ
な
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
こ
の
会
場
も
活
用

し
、
一
歩
前
は
無
理
で
も
、
半
歩

で
も
前
に
進
め
る
よ
う
な
１
年

に
し
た
い
も
の
だ
な
と
思
っ
た

夜
で
し
た
。 

 

（
甲
屋
文
史
） 

 

１
月
24
日
、
同
会
場
で
嵯
峨
さ

ん
の
グ
ラ
ン
パ
が
ス
テ
ー
ジ
。
国

労
の
旗
開
き
も
タ
イ
ア
ッ
プ
。 

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
・
サ
ウ
ン
ド
中

心
の
テ
ケ
テ
ケ
サ
ウ
ン
ド…

。 

県
支
部
も
こ
こ
か
ら
出
発
だ
。 

 
 

 
 

 
 

（
佐
藤
康
弘
） 
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咲
き
ま
し
た
。
小
島
さ
ん
か
ら
は
「
原

発
事
故
か
ら
の
復
興
」
の
大
合
唱
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
で
、
今
の
食
料
品
検
査

で
放
射
能
値
が
百
ベ
ク
レ
ル
以
下
は

放
射
能
検
出
せ
ず
・
・
・
と
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
堂
々
と
ま
か
り
通
っ
て
い

る
こ
と
へ
の
怒
り
と
、
私
た
ち
は
い
つ

ま
で
も
こ
の
問
題
を
声
に
出
し
続
け

る
大
切
さ
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。 

 

旅
館
に
戻
り
宴
会
を
前
に
「
県
支
部

総
会
」
を
開
催
。
昨
年
の
全
国
総
会
や

今
年
３
月
の
原
発
い
ら
な
い
県
民
集

会
へ
の
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
折

衝
状
況
の
報
告
の
後
、
中
央
か
ら
提
起

さ
れ
て
い
る
福
島
に
お
け
る
原
発
問

題
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
に
つ
い
て

議
論
。
今
年
の
取
り
組
み
は
厳
し
い
が

来
年
に
向
け
て
ま
ず
企
画
書
を
コ
ン

サ
ー
ト
経
験
豊
富
な
菅
井
氏
に
お
願

い
し
、
再
度
集
ま
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
現
役
で
仕
事
を
し
て
い
る
会
員

も
少
な
く
、
組
織
と
の
関
わ
り
が
少
な

い
現
状
か
ら
ど
の
よ
う
に
ど
こ
に
呼

び
か
け
る
の
か
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
な
ど
の
方
法
も
紹
介
さ
れ
、
ま

ず
は
一
歩
踏
み
出
し
て
い
く
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
参
加
者
は
支
部
会
員
８
名
。

役
員
体
制
は
全
員
留
任
。
会
長
（
南
條

）
副
会
長
（
大
友
）
事
務
局
長
（
二
階

堂
）
事
務
局
次
長
（
鈴
木
）
顧
問
（
小

島
）
で
す
。 

 
 

（
南
條 

善
徳
） 

  
 

                             

２０２０年岩手県支部は、旗びらきでスタートしま 

した。 

１月５日（日）社民党岩手県支部と平和環境岩手県

センターの合同旗開きが行われました。岩手県支部は

オープニングとエンディングを担当しました。 

 オープニングは大沢さんの曲「ぞ」と新毛さんの「安

倍くん２０１９」の２曲でした。若い仲間も中堅どこ

ろも定年前でも、さらに定年してもがんばっている

ぞ！と歌いました。 

去年のこの場で新毛さんの「安倍くん」を２０１８

バージョンに歌詞を変えて歌いましたが、２０２０年

も安倍くんとさよならするために、安倍くんとさよな

らしたいという思いを込めてバージョンアップして２

０１９として歌いました。新毛さんのピアノ伴奏で歌

うことができました。日音協岩手県支部の幹事を担っ

ていただいている国労の及川さんも駆けつけてくれま

した。 

 エンディングでは毎年恒例の「がんばろう」「インタ

ーナショナル」の２曲を歌いました。会場の参加者の

ほとんどの人が歌詞も見ずに歌っていました。元県支

部会長の伊澤さんの指揮で力強い歌声となりました。

会場が一つになったと感じたのは私だけでしょうか。

歌の持つ力ってすごいと思いました。 

 他に１月１５日に久慈で党と平和環境久慈地区セン

ター合同旗開き、２０日には岩手県教職員組合県北支

部久慈の旗開きのオープニングで、「ぞ」「安倍くん２

０１９」の２曲を歌いました。合同旗開きでは「ぞ」

の歌唱指導に挑戦し、参加者と歌う場面を作ることが

できました。             （佐藤幸子） 

 

年
も
明
け
て
１
月
７
日
と
８
日
、
日

音
協
福
島
県
支
部
は
「
定
期
総
会
」
と

「
小
島
氏
を
励
ま
す
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
昨
年
６
月
に
東
京
武
蔵
野
よ
り

郡
山
市
に
引
越
し
さ
れ
て
以
降
、
体
調

不
良
や
腰
の
痛
み
な
ど
で
な
か
な
か

顔
合
わ
せ
も
出
来
ず
に
い
た
こ
と
か

ら
、
近
く
の
三
春
町
の
旅
館
に
泊
り
が

け
で
会
員
が
集
合
し
、
小
島
さ
ん
宅
に

お
邪
魔
し
て
話
を
し
よ
う
と
の
企
画

で
し
た
。 

都
支
部
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
小
島
さ

ん
の
詩
の
朗
読
や
秋
田
祭
典
で
の
県

支
部
と
東
北
南
の
発
表
ビ
デ
オ
な
ど

を
見
て
そ
れ
ぞ
れ
の
今
の
想
い
を
語

り
合
い
、
小
島
さ
ん
の
奥
様
の
手
作
り

料
理
を
い
た
だ
き
な
が
ら
話
に
花
が 

      ＜今後の岩手県支部の活動予定＞ 

●２月２１日（金）～２３日（日） 日音協セミナー2020

＆若い会員の交流会 【東京都小平市】 

●４月４・５日（土・日）  東北北合同練習会 ※第５３

回はたらくものの音楽祭（千葉市）へ向けての練習会 

●４月 11日 第３４回反核燃の日全国集会【青森市】 

●５月 14～17日  第４３回５・１５平和行進（沖縄行動） 

●６月１３・１４日（土・日） 第５３回はたらくものの音 

楽祭【千葉県千葉市・千葉県教育会館ホール】   

●６月２７日（土） 健康を考える集い（岩手県内） 

●10月   東北北ブロック合宿（秋田県支部主管） 

1月５日 

1月 15日 
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2020 年 2 月 1 日  音 楽 運 動 第 613 号（5） 

視点拝借① 

戦争反対 言葉の先には 
＝後藤正文の朝からロック＝ 

朝日新聞 2020.1.15 

 シリアやイラクの難民キャンプで暮らす

人々への寄付を募る NGO に記事をインター

ネットでシェアしたところ、フォトジャーナ

リストの安田菜津紀さんから感謝のメールが

届いた。 

 NGO は現地で医療支援を行っており、安

田さんが難民キャンプを取材する際に協力し

てもらっている団体で、僕のバンドのファン

の方もスタッフとして参加しているとのこと

だった。拠点はアルビルというイラク北部の

町。クルド人自治区のなかでも治安が安定し

ていて、安全だからこそ多くの避難者が集ま

っているのだという。 

 現地スタッフからの「いつかお越しくださ

い」という伝言もいただいた。アメリカとイ

ランの対立で中東情勢は予断を許さないが、

行ってみたいと思った。 

 翌日、イランから放たれた弾道ミサイルが、

アルビルの町に着弾したというニュースを知

った。ショックだった。 

 一通のメールのやり取りによって、戦争や

紛争がぐっと自分の近くにやってきたように

感じた。家族や友人の顔を思い浮かべるとき

のような想像力を持たずに、ニュースを見聞

きしていたのだと反省した。 

 「戦争反対」という大きな言葉の先には、

無数の人々の暮らしがある。新たな争いを拒

む言葉であるとともに、現在の難民たちが未

来に平穏な暮らしを取り戻すことを願う言葉

でもあるべきだ。改めて、戦争反対。 

（ミュージシャン） 

広島県音楽サークル協議会です 

 昨年の 12 月は、恒例の広島県音楽サークル協議会の年末

の「うたのひろば」を昨年と同じ、広島市内のミスターカラ

オケのイベントホールで、12 月 14 日（13：30～16：30）

に開催しました。 

 内容は、オープニングシングアウト。出演演目は、窪田聡

氏（連続９回ゲスト出演）を含め 12 団体の演奏でした。中

間に、30 分程度シングアウトを入れてたっぷり参加者に歌っ

ていただきました。（昨年は 17 演目と多く、全体で歌うコー

ナーが少なく、もっと歌いたいとの要望に応えました。） 

 なので全体の参加者は昨年より少し減り、約 30 名の参加

でした。 

内容は下記のアコ集団 NORA のブログを参照願います。  

http://www12.plala.or.jp/hmcc/acc_nora.html 

 広音サ協の現在の主な活動は、反核平和の火リレーの出発

式と到着式での「平和の火よ走れ」と「原爆を許すまじ」の

演奏/県平和友好祭典への音響支援/原水禁世界大会の開会総

会とまとめ集会での「原爆許すまじ」の伴奏とリード/年末の

「うたのひろば」の開催 くらいです。 

 あと、アコ集団 NORA（広音サ協のメンバーは小山・尾上・

森本で、あとは一般女性３名）の活動が、月２回の練習/３月・

６月・９月・12 月の歌声喫茶/要請があれば出前演奏（年間

４～５回）…くらいです。 

NORA の活動の方が頑張っています。  （尾上 耕造） 

九州支部が忘年会 
 日音協九州支部は昨年 12 月 15 日、熊本

県小国町杖立温泉で忘年会を開催しました。 

参加者は５人でした。 （山田 力） 

http://www12.plala.or.jp/hmcc/acc_nora.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020年 1 月 1 日             音 楽 運 動              第 612 号（6） 

▼
神
奈
川
県
相
模
原
市
に
あ
る
障
が
い

者
福
祉
施
設
で
、
こ
の
施
設
の
元
職
員

の
凶
行
に
よ
っ
て
19
人
の
入
所
者
が

殺
害
さ
れ
た
事
件
の
裁
判
が
大
き
く
報

道
さ
れ
て
い
る
。
元
職
員
は
い
ま
で
も

犯
行
を
正
当
化
し
、
障
が
い
者
を
抹
殺

す
べ
き
と
の
主
張
を
繰
り
返
し
て
い
る

と
い
う
。
今
回
の
事
件
を
受
け
て
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
の
ひ
と
つ
に

「
優
生
思
想
」
が
あ
る
。
優
れ
た
子
孫

の
出
生
を
促
し
、
劣
っ
た
子
孫
の
出
生

を
防
止
す
る
こ
と
で
、
民
族
の
質
を
高

め
る
と
考
え
る
こ
の
思
想
。
ナ
チ
ス
・

ド
イ
ツ
政
権
下
で
の
精
神
病
者
・
障
が

い
者
に
対
す
る
断
種
な
ど
が
有
名
だ
。

▼
だ
が
、
筆
者
に
は
単
な
る
妬
み
が
原

因
で
は
な
い
か
と
映
っ
て
し
ま
う
。
昨

今
の
日
本
社
会
に
は
び
こ
る
自
己
責
任

論
。
構
造
的
な
問
題
に
目
が
届
か
ず
、

生
活
保
護
受
給
者
や
公
務
員
へ
の
バ
ッ

シ
ン
グ
が
減
ら
な
い
。
バ
ブ
ル
の
頃
は
、

公
務
員
を
う
ら
や
ま
し
い
な
ん
て
誰
も

思
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
世
の
中
が
不

景
気
に
な
る
と
た
ち
ま
ち
逆
の
発
想
に

変
わ
る
。
▼
安
倍
首
相
は
、
全
世
代
型

社
会
保
障
の
実
現
を
誇
ら
し
く
語
っ
て

い
る
が
、
現
行
の
年
金
制
度
が
高
齢
者

優
遇
だ
と
い
う
現
役
世
代
の
不
満
に
応

え
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
現
役
世

代
だ
っ
て
同
じ
よ
う
に
高
齢
者
に
な
っ

た
ら
75
歳
ま
で
働
か
さ
れ
年
金
も
ま 

と
も
に
も
ら
え
な 

く
な
る
。
う
が
っ 

て
み
れ
ば
、
こ
れ 

と
て
世
代
間
の
対 

立
を
あ
お
る
材
料 

に
な
っ
て
は
い
な 

い
の
か
。 

                                                   

 

   

 

     

 

    

   

                          

（127） 

飯島貞親 

官
邸
前
反
原
発
行
動 

１
／
24
（
３
７
９
回
）
報
告  

鈴
木 

 参
加
者 

ス
ー
さ
ん
、
ヨ
ネ
さ
ん
、

葉
子
さ
ん
、
坂
口
、
森
、
達
哉
、
望

月
、
な
べ
さ
ん
、
、
鈴
木 

９
名 

 
 

 

ス
ー
さ
ん
、
ヨ
ネ
さ
ん
が
早
々
に

到
着
し
て
い
る
所
に
、
森
さ
ん
、
達

哉
君
、
鈴
木
が
到
着
。
森
さ
ん
の
ア

コ
で
伴
奏
で
、
お
迎
え
の
歌
を
歌
っ

た
。
ヨ
ネ
さ
ん
が
い
る
う
ち
に
、
ヨ

ネ
さ
ん
が
好
き
な
『
Ｄ
Ｏ
！
廃
炉
』

を
歌
う
事
に
し
た
。
歌
が
苦
手
だ
と

い
う
ヨ
ネ
さ
ん
は
、
葉
子
さ
ん
が
持

っ
て
来
て
く
れ
た
ベ
ル
ト
で
ム
チ

の
音
を
出
す
役
だ
。
歌
い
終
わ
る

と
、
い
つ
の
間
に
か
、
達
哉
く
ん
が
、

ム
チ
の
音
を
出
し
て
い
た
。
ム
チ
の

音
を
出
す
の
は
、
魅
力
的
な
事
な
の

だ
と
思
う
。
次
回
は
、
も
う
一
本
ベ

ル
ト
が
必
要
だ
と
思
っ
た
。 

▼またまた勝手ながらメールを紹

介します。 

▼今年もよろしくお願いいたしま

す。さて、私が日頃愛読している北

海道新聞のコラム「卓上四季」の

2019 年 1 月から 2020 年 1 月

までのまとめたファイルを送りま

す。もし必要なければポイしてくだ

さい。作品つくりの参考になってく

れれば幸いです。▼札幌は、ずーっ

と雪のない正月だったのに、昨日と

今日がっぱり降りました。除雪作業

で汗を流しています。みなさん風邪

などひかないように気をつけてく

ださい。        （笠木） 

▼笠木さん、よく一年もまとめたも

のです。辺野古の問題、原発につい

て、憲法…、興味深く読まさせても

らいました。青森駅でも北海道新聞

を購入できます。1月24日号は「貧

困や格差」についてでありました。

読者の皆さん、今号に「視点拝借」

（勝手に命名しました）として掲載

しましたが、いろんな視点でのコラ

ムを寄せてください。  （佐藤） 

▼余談ですが、青森駅のプラットホ

ームでの高校生の会話。▼A子「セ

ンター試験どうだった？」▼B 男

「むずがしがったじゃ」「それより

C子が来てでビックリしたじゃ」▼

A 子「あのヤル気のない C 子がよ

ぐ来たの～」▼B男「とごろで、机

の上でスマホ出して、会場がら出さ

れだヤズいるって聞いだが？」▼A

子「うんうん、カンニングするくら

いだったら、アギラメロって！」▼

くったくのない高校生（孫の世

代？）の会話に何か潔さ？を感じた

今日このごろでした。完全退職まで

あと一年…。      （佐藤） 

 

 

 

 

 

追
申 

 

な
お
、『
辺
野
古
応
援
だ
ソ
ン
グ
』

（
聖
者
の
行
進
の
替
え
歌
、
作
詩
・

加
本
さ
ん
）
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

① 

応
援
だ
ソ
ン
グ 

辺
野
古
の 

応
援
だ
ソ
ン
グ 

歌
お
う
よ 

暴
力
の
波
の
中 

 

正
義
は
耐
え
抜
く 

 

② 

応
援
だ
ソ
ン
グ 

辺
野
古
の 

応
援
だ
ソ
ン
グ 

歌
お
う
よ 

自
由
と
平
和
願
う 

 

島
人
の
叫
び 

 

③ 

応
援
だ
ソ
ン
グ 

辺
野
古
の 

応
援
だ
ソ
ン
グ 

歌
お
う
よ 

僕
ら
の
勇
気
が 

 

未
来
を
変
え
る 

 さ
す
が
、
加
本
さ
ん
。
今
年
も
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
未
来
を

変
え
る
よ
う
頑
張
る
ぞ
！
！ 

 

今
日
は
、
『
Ｄ
Ｏ
！
廃
炉
』
の
作

詩
者
の
笠
木
博
逸
さ
ん
が
作
っ
て

く
れ
た
新
曲
、
『
反
原
発
う
た
い
た

い
の
テ
ー
マ
』
を
何
回
も
練
習
し

た
。 

 

毎
週
金
曜
～ 

歌
う
ヤ 

 

毎
週
金
曜
～ 

 

歌
う
ー
ヤ 

み
ん
な
と
一
緒
に
～ 

歌
う
ー
ヤ 

 

明
日
を
信
じ
～ 

歌
う
ー
ヤ 

 

 

黒
人
霊
歌
（
原
曲
、
漕
げ
よ
マ
イ

ケ
ル
）
の
替
え
歌
で
国
会
前
の
寒
さ

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
、
と
っ
て

も
、
元
気
の
出
る
歌
で
す
。
笠
木
さ

ん
、
い
つ
も
、
い
い
歌
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

た
ん
ぽ
ぽ
舎
前
で
は
、
早
速
、『
反

原
発
う
た
い
た
い
の
テ
ー
マ
』
を
初

披
露
。 

な
べ
さ
ん
が
好
き
な
、
『
そ
ん
な

世
界
が
一
番
』
、
ス
ー
さ
ん
が
『
振

り
向
か
な
い
で
』
の
替
え
歌
、
先
週

初
披
露
し
た
『
辺
野
古
応
援
だ
ソ
ン

グ
』
、
定
番
『
原
子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』

を
歌
っ
た
。 

ス
ー
さ
ん
は
い
つ
の
間
に
か
『
振

り
向
か
な
い
で
』
の
歌
詩
を
全
部
覚

え
た
よ
う
だ
。
頭
が
下
が
る
。 

年
の
初
め
か
ら
新
し
い
曲
が
歌

え
て
嬉
し
い
。
上
野
さ
ん
の
『
炉
・

廃
炉
』
も
覚
え
て
歌
い
た
い
。 

次
回
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
舎
前
で
、
谷

中
村
応
援
歌
を
歌
い
た
い
と
思
い

ま
す
。 

 

撤
収
の
時
、
な
べ
さ
ん
が
、
新
年

会
の
一
分
間
ス
ピ
ー
チ
で
『
私
た
ち

は
許
さ
な
い
』
を
歌
っ
た
と
話
し
て

く
れ
た
。
な
べ
さ
ん
も
歌
の
力
に
元

気
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

   




